
様式第１号（第４関係）
山村再生プラン助成金交付申請書

番　  　　  　  号

平成21年8月28日

社団法人　日本森林技術協会　理事長　殿

住　　　所　山形市上東山合ノ原1125-4
団　体　名　緑水の森　再生委員会
代　　　表　　大谷　哲範　　　　    　  
平成２１年度において、別紙のとおり山村再生プランを実施したいので、
助成金2,565,722円の交付を申請します。

なお、山村再生プランのタイプ区分及び助成区分は、次のとおりです。

	山村再生プランのタイプ区分


	助成区分　※１

	
	計画
	試行
	評価

	１．ビジネス（森業・山業）タイプ
	
	
	

	２．交流タイプ
	
	
	

	３．コミュニティタイプ
	
	
	

	４．複合タイプ（１～３を組み合わせた複合的な取組み）　２＆３
	　○
	　○
	　○

	５．環境、教育、健康の分野に着目したモデル的取組

（１から４に該当する取組）
	
	
	


(注)　※１　該当するプランの助成区分に○印をつけて下さい。
４，５のタイプにあっては、該当する１～３にも○印をつけて下さい。
また、以下の二点の資料を添付します。

１．地方公共団体からの支援を証明する書類として、下記の資料を添付します。（別紙２）
	ﾁｪｯｸ欄
	証　　明　　書　　類　　

	１．地方公共団体からの経費の支援を証明する書類（※①）　

	□
	(例)補助金交付契約書の写し、あるいは、補助金交付決定通知書の写し

	２．地方公共団体からの事業実施に対する同意を証明する書類（※②）

	■
	(例)山村再生プラン事業への同意について


　２．実施条件充足を確認するための資料として、下記の資料を添付します（別紙３）
　・地元との協力体制構築状況について（交付条件の充足状況）
　（受け入れ世帯の確保、および地元自治会等の了解、山形県森林課との合意形成、等）

(別紙１)　　　　　　　
１．山村再生プランの事業名称

	心のケアを必要とする青少年と地域との交流を通じた教育プログラム運営


２．事業内容

	①　事業の目的(要約)　

本事業の要約として、誰が、どなたと、どのようなことを行い、どのような効果を期待しているのか、地域の課題や活用する地域資源との関係を含め、簡潔かつ明瞭に、ご記入下さい。

	本事業の実施主体および事務局である「緑水の森　再生委員会」（以下、「緑水の森」）は、山形市内の福祉施設、地元地区有志、定住希望者および二地域居住者の４者が協働して、山形市高瀬地区の活性化を目指した企画を運営・実施する任意団体である。

本事業は、心のケアが必要な子供たちに対し、地域コミュニティの公益作業や季節の行事等への参加の場を提供する。子どもたちが自己効力感（自分が他者の役に立てる感覚）を体験することで、子供たちの心の回復を支援する。同時に、地域住民にはインストラクター等としてプログラムへの参加を促し、子どもたちに関わる協働体験を作り出し、地域の活性化に貢献する。

地域コミュニティの公益作業の中心となる活動は、「沓掛の水」（くつかけのみず）整備作業である。
「沓掛の水」（くつかけのみず）は、村山高瀬川の水源地のひとつで、地元では山形一の清水と呼ばれているが、最近、荒廃が著しい。子どもたち、地域住民と共に水源地の清掃・整備・再生作業を体験することで、次年度にも続く、本事業のシンボル的活動としたい。


	②　事業の内容　　　　　

どのような取組をしたいのか、該当の事業区分（ア計画、イ試行、ウ評価）毎に、簡潔にわかりやすく記載すること

	【ア：計画】2009年9月中旬－9月末
（1） 実施地域および実施対象児童に関する調査
①「沓掛の水」水源地の資源発掘調査
安全確保の観点から、以下を目的とした水源地周辺の資源発掘調査を行い、実施プログラムの計画に反映させる。現地踏査については、地元農・林業専門家（実技指導・監修者）に依頼する。

・子どもたちが作業するに耐えうる環境整備
・プログラム実施時の探索ルートの確定

・作業プログラム手順書、安全作業手引書および現地図面の作成
②参加児童・生徒に関する実態調査
　 心理カウンセラーに依頼し、参加児童・生徒へのヒアリングを行う。なお、ヒアリング対象児童
　　各々の心のケアが必要な事情を考慮し、児童とカウンセラー１対１の個別ヒアリングとする。

③被虐待児童および社会的サポート状況に関する調査
　 地元福祉系大学である羽陽学園短期大学（専攻科福祉専攻、専攻科主任　佐々木達雄教授）に
　　依頼し、被虐待児童の実態調査、シェルター機能の調査を行う。
（2） 教育プログラム実施計画の策定・プラン作り
①企画全体案の検討および実施スケジュール策定　（第1回）
　 実施検討委員会の設置・開催
　（検討委員5名：外部有識者1名、心理カウンセラー1名、実技指導・監修者1名、事務局2名）
②自立支援プログラム案の策定
　 心理カウンセラーに依頼し、プログラム骨子案を作成する。
③実施検討委員会の開催　（第2回）
　 実施検討委員会にて、プログラム骨子案を検討し、内容を確定する。
④実技指導者および地元地域インストラクターとの実施検討会　（第3回）
　 地域に還元する成果のひとつである地域インストラクター（プログラムを通じて育成）への

プロジェクトの主旨、実施内容の説明を行う。

担当講師となる実技指導・監修者、地域インストラクター、事務局委員が、合同で実施
検討会を行うことで、プログラム実施内容の最終確認をする。

（3） 関係者に対する説明会の実施
①地元協力者および関係者への説明会実施
②プログラム参加児童・生徒への説明会の実施
（4） 地元説明会の実施

【イ：試行】2009年10月初旬－2010年1月下旬

（１）教育プログラムの実施

以下のメンバーにて、参加児童・生徒に対し、下記①～③の内容および実施時期の教育プログラムを
実施する。

<参加メンバー>

・事務局・運営管理：緑水の森　再生委員会　（事務局）
・講師・監修立会い：地元地域インストラクター　(地域環境に精通し、本プログラムの主旨に賛同する
地元住民から育成)

・監修立会い：実技指導・監修者(森林業・農業の指導経験者)、心理カウンセラー

・協力：地域協力者、協力家族(活動フィールド提供者、食事などの参加児童・生徒受け入れ家族)

①10月プログラム実施：

・初回プログラムは、参加児童・生徒の本プログラム導入への心理的負担を軽減し、安心感ある場の醸成を図ることを第１の目的とする。そのため、まず森林観察体験を実施し、水源地周辺のフィールドに馴染んでもらう。同時に、リラックスできる環境下であり、かつ、集団の中での個々人の特性も見られる場において、参加者個別の必要なケア状況を把握する。

・森林観察体験の後、高齢者世帯の収穫作業の簡単な手伝いを行い、その後、収穫物を囲んでの食事会を行う。食事会の中で、地域の歴史、文化などの語りにふれながら、地域に親しみ、学ぶ体験を促す。

・地元協力家族に対し、食事の提供等をお願いしながら、参加児童・生徒との引き合わせを行い、全3回のプログラム体験のみならず、長く地域での縁を育んでいく橋渡しを図る。

・一連の体験作業の後には、振り返りの会を実施する。参加児童・生徒に対し、地元協力者の方々から、今回の収穫作業の手伝いが、どのように、役立ったか、助かったかということについて話をしてもらうことを通じ、参加児童・生徒の、自分たちにできることがあるという実感、人の役に立ち感謝されることのよろこび、地域の人たちに受けいれられているという感覚などを醸成していく。

   ②11月プログラム：

・第2回プログラムとして、緑水の森再生プロジェクトの主軸のひとつでもある水の再生にちなみ、山形一の清水と謳われながら、荒れるがままとなっている「沓掛の水」の水場再生作業を体験する。参加児童・生徒各々の年齢、作業能力に応じて、各種作業を振り分け、全員で協力してひとつのことを成し遂げる体験として、水場の清掃、整備を行う。

・作業体験にあたっては、参加児童・生徒に対し、地元協力者から、地域にとって、この沓掛の水、およびこの水場が、どのように大切な意味をもったものであるかを語っていただく。

・その上で、かつてこの水場がそうであったように、高齢者でも誰でも、この地域の貴重な資源である美しい清水の恩恵に預かっていた状態に再生する作業を行う。作業は、水場そのものを整えると共に足場の悪い水源地から、平地までの樋を引き、金属部品にて固定する作業、記念の看板を立てる作業を行う。

・一連の作業の後に、振り返りの会を実施する。地元協力者から「沓掛の水」再生作業がどのように役立ったか、助かったかというお話をしていただきながら、より一層深い、地域との交流を図ると共に、参加児童・生徒たちが、自己効力感を高めてゆく援助を行う。

・作業過程で、地元協力家族と食事を共にしながら、人とわかちあい、つながる体験、よろこびを実感してもらう。

③1月プログラム：

・第3回プログラムは冬季、積雪の時期に実施することになるため、屋内で実施するプログラムをメインとする。具体的には、産地ブランドである紅花や、熊笹など、地ならではの資源である植物を使ったお香づくり体験を実施する。香りは人の記憶に深く結びつくものであり、この体験プログラムの中での、おもいでに残る物のひとつとして、各自が好きな香りを選んでの匂い袋作りなどを行う。

・もうひとつのプログラムとして、地元協力者と一緒になって、地場農産物による伝統保存食の作製を行う。地元協力者から、これまでの一連の作業がどのように役立ったか、助かったかというお話をしていただきながら、すぐには食べられないものを作るという作業を通して、先々の楽しみを語り合いながら、何かを共に作るよろこび、これから先もその関係がつながっていく予感をも体験してもらう。

・また地元協力家族と、一連の作業や食事を共にしながら、人とわかちあい、つながる体験、よろこびを実感してもらうと共に、参加児童・生徒にとっても、地域住民にとっても、地域のよさ、地域を愛する心、地域を通して、人とつながることのよろこびの再発見につなげていく。

・ここまでの3回のプログラムを共にしてきた参加児童・生徒、地域協力者との間で紡がれる共通体験についての対話を事務局がファシリテーションすることで、体験を共にして、いまここに在るよろこび、つながり感を確認してもらう。そのプロセスを通して、参加児童・生徒と地域との新たな物語を醸成すること、また個別の最終カウンセリングをもって、今年度プログラムの総括とする。

　　④プログラム実施期間中の除雪作業お手伝い

・プログラム実施期間中（12月～2月を目処）に、高齢化、過疎化が進む地域住民にとっては、最も人手を要し、参加児童・生徒にとっては、役立つ感覚を強く味わうことができる、除雪作業のお手伝い体験を、1～2回程度、実施する。実施時期は、地域受け入れ協力家族宅を中心に地域住民と相談しながら行うと共に、実施に関しては、参加児童・生徒の自主性を尊重する（ただし、実施に際しては、実技指導・監修者立会いのもとで行うこととする）。

（２）実施検討委員会の開催
実施検討委員にて、プログラム実施後の振り返りと次回に向かっての検討会を行う。

実施内容については、次のような項目とする。

・青少年の心のケア状況の共有・確認

・対象年齢を考慮したプログラムの難易度の検証

・実施フィールド環境の安全面の留意事項確認

・次回プログラム実施に向けての詳細打ち合わせ

・地元協力者への依頼事項詳細の確認・共有  など。
実施時期および回数は、各プログラム実施後の以下の3回とする。
①2009年10月（1回）

②2009年11月（1回）

③2010年1月（1回）

【ウ：評価】2010年2月初旬－3月中旬

（１）プログラム実施効果の測定
香川大学大学院地域マネジメント科八木研究室に依頼し、関係者および地域協力者へのアンケートを実施し、必要に応じて、個別インタビューを行う。なお、アンケートは、地域協力者に対するものを主とし「参加児童・生徒とのふれあいの中で感じたこと」「本プログラムが、地元で行われたことのメリット・デメリット」「今後に期待すること」等のほか、地域マネジメント研究の観点から、質問項目により構成・実施し、回答の言語分析を行う予定。

　　　　　　　　　　

（２）次年度に向けた学識経験者と委員会のレビューおよびドキュメント化
以下のメンバーにて、2010年2月に、次年度に向けたレビュー・方向性の確認を行うと共に、次年度以降の他地域展開を視野に入れたドキュメント化を行う。
　　<参加メンバー>

・実施検討委員会委員メンバー
・学識経験者：香川大学大学院　八木研究室

1 学識経験者を交えた効果測定結果のレビュー　（八木研究室）

2 次年度の活動に向けた方向性の確認
3 レビュー内容のドキュメント化（八木研究室）
（３）地元報告会の実施
以下のメンバーにて、2010年2月に地元協力者および関係者への実施報告会を開催し、来年度への協力を呼びかける。

<参加メンバー>

・事務局
・報告会参加者：地元協力者、来年度のプログラムに興味関心のある地元住民

（４）報告書作成
緑水の森　再生委員会メンバーにて、2010年3月に、本プロジェクトの2009年度分の活動ふりかえりレポートを作成する。



	③　支出経費と事業内容との関係　

収支予算計画書の支出経費について、上記の事業内容に実施に伴い、何に支出するのか整合をもって記載すること

	（ア計画、イ試行、ウ評価）
ア：【計画】2009年9月中旬－9月末
（1） 実施地域に関する資源発掘調査
①地元農・林業専門家に依頼し、実施場所の資源発掘調査を行う。
 ・村上顕雄氏（実技指導・監修者、林産業講師、労働安全衛生法関係各種資格取得者）に対する謝礼
　　（60,000円＝20,000円×3日間）
　・前田茂治氏（地元農業指導家、実施フィールド提供者・探索ルートに精通）に対する謝礼
　　（60,000円＝20,000円×3日間）
　・調査機材使用料：個人からの賃借
　　（60,000円＝上限20,000円/日×3日間）　
　　【内訳】　軽トラック：6,000円/日、チェンソー等機材：5,000円/日×2人分、燃料費：実費

②心理カウンセラーに依頼し、参加児童・生徒に対する個別の事前ヒアリングを行う。
 ・心理カウンセラー（上田純子氏、産業カウンセラー、心理相談員、野村総合研究所パーソナル・ディレ   クター）に対する謝礼
　　（150,000円＝15,000円/人×最大10人分）



③羽陽学園短期大学（専攻科主任　佐々木達雄教授、他1名依頼中）に依頼し、被虐待児童および
　社会的サポート状況の学術調査を行う。
 　（調査謝礼：150,000円＝25,000円×2人×3日間）

（2） 教育プログラム実施計画の策定プラン作り
①企画全体案の検討および実施スケジュール策定
　実施検討委員会の開催（1回）　
　委員会メンバー5名（外部有識者1名、心理カウンセラー1名、実技指導・監修者1名、事務局2名）
　・外部委員への謝礼：20,000円＝20,000円×1人
　　三澤清紀氏（一級建築士、郷土史家、文部科学省主催青少年育成プロジェクト講師経験者）
　・心理カウンセラー謝礼：20,000円
　　上田純子氏　（産業カウンセラー、心理相談員、野村総合研究所パーソナル・ディレクター）
　・実技指導・監修者謝礼：20,000円
　　村上顕雄氏（実技指導・監修者、林産業講師、労働安全衛生法関連各種資格取得者）

②自立支援プログラム案の策定
　心理カウンセラーに依頼し、参加児童・生徒のヒアリングに基づき、プログラム骨子案を作成する。
　心理カウンセラー等謝礼：225,000円＝25,000円×3人×3日間　
　　・仙田毅氏（総合心理教育研究所総括代表、学術研究員、シニア産業カウンセラー、元日本産業　　　　　カウンセラー協会理事、元心理相談員会理事）
　　・内田雅美氏（メンタルヘルス・コンサルティング・ウチダ　主宰、中央労働災害防止協会メンタル　　　　　ヘルス支援専門家）
　　　　　　　・上田純子氏　（産業カウンセラー、心理相談員、日本産業カウンセラー協会実技指導講師経験者　　　　　　　　　野村総合研究所パーソナル・ディレクター）　

③実施検討委員会の開催（1回）
　　　　プログラム骨子案の内容を検討し、実施内容を確定する。
　　　　（外部有識者三澤清紀氏への謝礼：20,000円）　
　　　　（心理カウンセラー上田純子氏への謝礼：20,000円）
　　　　（実技指導・監修者村上氏への謝礼：20,000円）

　　　④地元地域インストラクターとの実施検討会（1回）
　　　　実技指導・監修者への謝礼　20,000円
　　　　地域インストラクター（2人・現在人選中）への日当　20,000円＝10,000円×2人
　　　　
（３）関係者に対する説明会の実施
①地元協力者および関係者への説明会実施
　　説明会実施経費は下記にまとめて計上
②プログラム参加青少年への説明会の実施　
　　向陽園内施設にて実施予定（無料）

（４）地域協力体制の構築
①地元説明会の実施
  （説明会アルバイト日当20,000円＝10,000円×2人）
（５）その他
・賃金：委員会事務局事務員100,000円＝10,000円×2人×5日間
　　粕谷恵　（山形市上桜田4-10-27　セゾンヴェールE号室）
　　佐藤裕二　（山形県天童市荒谷1973-550）
　　粕谷氏宅に事務所機能を設置し、受付業務、連絡対応、経理会計業務、等を依頼する。
・交通費および宿泊費
　 心理カウンセラー　上田純子　氏　43,120円
　　11,560円×2回（都内自宅-山形、山形新幹線使用）＋10,000円（宿泊費実費、上限）×2泊
・消耗品費　70,000円
 　（70,000円＝図書代20,000円＋事務用品費50,000円）
・印刷コピー代　10,000円
 　（内訳概算10,000円＝概算1,000枚×資料コピー代金10円）
・通信運搬費
　 郵送料12,000円
　　（内訳概算：120円×100部）
・使用料
 　事務局および心理カウンセラー移動用レンタカー：41,750円
　 （19,950円（ミニバンW2クラス1日目）＋14,700円（2日目）＋免責保障料1,050円×2日分＋

燃料費5,000円）・・・別紙見積り4
・会場費（（２）-①③④、（３）-①）：8,000円（概算）
（8,000円＝2,000円×4回）

    　　・会議費：12,750円（概算）
実施検討委員会　150円×5人×2回

地域インストラクターとの検討会　150円×5人×1回

関係者（地元協力者/参加児童）に対する説明会　150円×20人×2回
地元説明会　150円×30人×1回

【イ：試行】2009年10月初旬－2010年2月初旬
（1） 教育プログラムの実施
①10月プログラム実施
 ・実技指導・監修者村上氏（有資格者・実技指導・インストラクター教育・作業監修）への謝礼：40,000円
　　（20,000円×1人×2日（事前・当日））　
　・地元地域インストラクター（現在選定中）への作業およびトレーニング参加日当：40,000円
　　（40,000円＝10,000円×2人×2日）
　・地元受け入れ家族への謝礼：30,000円
　　（30,000円＝10,000円×3家族×1日）
　　　　井上時雄　氏　（山形市上東山1137－5）
　　　　村上栄一　氏　（山形市上東山1193）
　　　　井上清市　氏　（山形市上東山1000-1）
　　・心理カウンセラー（上田純子氏）謝礼：25,000円
　　　　（25,000円＝25,000円×1人×1日）
　　・プログラム会場地元アルバイト日当：20,000円
　 　　（20,000円＝10,000円×2人×1日）
・児童・生徒用機材レンタル代：20,000円　・・・地元住民からの個人レンタルを予定　
　　（【内訳】　チェンソー2,000円×5人分＋草刈機2,000円×5人分）
・レンタカー使用料：80,250円
　　（機材・資材運搬用軽トラックT1：1日目8,400円＋2日目5,250円＋免責保障料1,050円×2日分＋
燃料費・実費5,000円　・・・別紙見積り5
　　　　　（講師移動用ワゴン車W2：1日目19,950円＋2日目14,700円＋免責保障料1,050円×2日分＋
燃料費・実費5,000　円　・・・別紙見積り4
　　（児童･生徒移動用ワゴン車W2：12時間14,700円＋免責保障料1,050円×1日分＋燃料費・実費　　　　　　2,000円　・・・別紙見積り4

②11月プログラム
・実技指導・監修者（村上氏）への謝礼：40,000円
　　（20,000円×1人×2日（事前・当日））
・地域インストラクター（現在選定中）への日当：40,000円
　　（40,000円＝10,000円×2人×2日）
・地元受け入れ家族への謝礼：30,000円
　　（30,000円＝10,000円×3家族×1日）
　　　井上時雄　氏　
　　　村上栄一　氏
　　　井上清市　氏　

・心理カウンセラー（上田氏）謝礼：25,000円
　　（25,000円＝25,000円×1人×1日）
・プログラム会場地元アルバイト：20,000円
　　（20,000円＝10,000×2人×1日）
・児童・生徒用機材レンタル代：20,000円　・・・地元住民からの個人レンタルを予定　
　（【内訳】　チェンソー2,000円×5人分＋草刈機2,000円×5人分）
・レンタカー使用料：80,250円
  （機材・資材運搬用軽トラックＴ1：1日目8,400円＋2日目5,250円＋免責保障料1,050円×2日分＋
   燃料費・実費5,000円　・・・別紙見積り5
  （講師移動用ワゴン車W2：1日目19,950円＋2日目14,700円＋免責保障料1,050円×2日分＋
   燃料費・実費5,000　円　・・・・別紙見積り4
 （児童･生徒移動用ワゴン車W2：12時間14,700円＋免責保障料1,050円×1日分＋燃料費・実費

2,000円　・・・・　　別紙見積り4
        ・水場整備・清掃用資材費：69,194円　････別紙見積り6（備品・資材機材購入見積り）

③1月プログラム
・実技指導・監修者（村上氏）への謝礼：40,000円
　（20,000円×1人×2日（事前・当日））
・地元地域インストラクター（人選中）への日当：40,000円
　（10,000円×2人×2日）
・講座担当講師への謝礼：20,000円
　（御香講座：志村友理氏、和奏舎、主任香術師、緑水の森再生委員会メンバーによるボランティア）
　（保存食講座：地域住民から現在選定中、20,000円＝10,000円×2日）
・地元受け入れ家族への謝礼：30,000円
　（30,000円＝15,000円×3家族×1日）
　　・井上時雄　氏
　　・村上栄一　氏
　　・井上清市　氏
・心理カウンセラー（上田氏）謝礼：25,000円
　　（25,000円＝25,000円×1人×1日）
・プログラム会場地元アルバイト：20,000円
　　（20,000円＝10,000×2人×1日）
・保存食講座食材費20,000円（実費・上限）
・御香講座材料費30,000円（実費・上限）
・レンタカー使用料：80,250円
　（機材・資材運搬用軽トラックT1：1日目8,400円＋2日目5,250円＋免責保障料1,050円×2日分＋
燃料費・実費5,000円　・・・別紙見積り5
　（講師等移動用ワゴン車W2：1日目19,950円＋2日目14,700円＋免責保障料1,050円×2日分＋
燃料費・実費5,000円　・・・別紙見積り4
　（児童･生徒移動用ワゴン車W2：12時間14,700円＋免責保障料1,050円×1日分＋燃料費・実費

2,000円　・・・別紙見積り4

④除雪作業手伝い（自主参加）

実技指導･監修者（村上氏）への謝礼：20,000円
（当日20,000円＝20,000円×1人×1日）
地元受け入れ家族への謝礼：10,000円
（10,000円＝10,000円×1家族（3家族の中から後日決定）×1日）
児童･生徒用機材レンタル代：10,000円　・・・・地元住民からの個人レンタル
（【内訳】10,000円＝スコップ700円×10人分＋除雪機3,000円）
レンタカー使用料：17,750円　
（児童･生徒移動用ワゴン車W2：12時間14,700円＋免責保障料1,050円＋燃料費・実費

2,000円　・・・別紙見積り4

（2） 実施検討委員会の開催（実施前後の振り返り）
①10月
　（外部有識者謝礼：30,000円＝10,000円×3人）
②11月
　（外部有識者委員謝礼：30,000円＝10,000円×3人）
③1月
　　（外部有識者委員謝礼：30,000円＝10,000円×3人）

（3） その他
・スポーツ団体保険
　（17,000円＝600円×参加青少年10名＋1,100円×指導者・ボランティア10名）・・・別紙見積り7
・備品資材購入費：103,170円・・・別紙備品購入見積り6
　(参加児童・生徒用の下刈鎌、手鋸、鉈、ヘルメット、小型チェンソー、草刈機)
・賃金：委員会事務局事務員　400,000円
　（40,000円＝10,000円×2人×5日間×4カ月）
　粕谷　恵　（山形市上桜田4-10-27　セゾンヴェールE号室）
　佐藤裕二　（山形県天童市荒谷1973-550）
　　粕谷氏宅に事務所機能を設置し、受付業務、連絡対応、経理会計業務、等を依頼する。
・交通費および宿泊費
　心理カウンセラー（上田純子氏）99,360円
　（99,360円＝11,560円（都内自宅-山形、新幹線）×6回＋10,000円（宿泊費実費上限）×3泊）
・消耗品費
　（70,000円＝図書代20,000円＋事務用品費50,000円）


・コピー代金（概算）
　（40,000円＝1000枚/月×4カ月×10円）
・通信運搬費
　（38,400円＝120円×80部/月×4カ月）
・委員会会議費
　（4,500円＝150円×10人×3回）
・会場費：30,000円（概算）
（プログラム10月、11月2,000円×2回＋プログラム1月　15,000円（含む光熱費））
（委員会2,000円×3回）
【ウ：評価】2010年2月初旬－3月中旬

（1） プログラム実施効果の測定
香川大学大学院地域マネジメント科八木研究室に依頼し、関係者および地域協力者へのアンケートを実施し、必要に応じて、個別インタビューを行う。
 八木研究室への謝礼：120,000円
 （八木准教授：75,000円＝25,000円×3日間）
 （社会人大学院生アルバイト：45,000円＝15,000円×3日間）　・・・林業関係者を要請中
＊注記：
八木研究室に対しては、円滑な実施効果測定を依頼すべく、プログラム開始前に概要説明を、
プログラム実施期間中には、中間報告の機会を設ける予定。

次年度に向けた学識経験者と委員会のレビュー
①学識経験者を交えた効果測定結果のレビュー　（八木研究室）
②次年度の活動に向けた方向性の確認
　（八木研究室謝礼：40,000円＝25,000円（八木准教授）＋15,000円（院生））
（ドキュメント化謝礼（2日間）80,000円：50,000円（八木准教授）＋30,000円（院生））
　 （心理カウンセラー（上田純子氏）謝礼：25,000円）
 　（外部委員（三澤清紀氏）謝礼：20,000円）　
　 （実技指導・監修者（村上氏）謝礼：20,000円）

（2） 地元報告会の実施
  （実技指導・監修者謝礼：10,000円×1人）

（報告会会場地元アルバイト20,000円＝10,000円×2人）

（3） 報告書作成
  （報告書原稿料：ボランティア対応）


（4） その他
・賃金：委員会事務局事務員１00,000円
　100,000円＝10,000円×2人×5日間×1カ月）
　粕谷　恵　（山形市上桜田4-10-27　セゾンヴェールE号室）
　佐藤裕二　（山形県天童市荒谷1973-550）
　  粕谷氏宅に事務所機能を設置し、受付業務、連絡対応、経理会計業務、等を依頼する。

・交通費および宿泊費
　心理カウンセラー上田氏：33,120円
　（33,120円＝11,560円（都内自宅-山形、新幹線）×2回＋10,000円（宿泊費実費上限）×1泊）
　八木研究室（八木准教授、大学院生）：224,160円
　　交通費164,160円＝41,040円（高松駅-高松空港-羽田空港―山形空港-山形駅）×2人×2回
　　宿泊費60,000円＝10,000円（宿泊費実費上限）×3泊×2人）
・会議費6,300円（概算）
　（委員会：1,800円＝150円×12人）
　（報告会：4,500円＝150円×30人）
・消耗品費
　（60,000円＝図書代10,000円＋事務用品費50,000円）
・印刷コピー代　70,000円（概算）
　 （70,000円＝アンケート1,000枚×＠10円＋資料1,000枚×＠10円＋報告書2,500枚×＠20円）
・郵送料：16,000円
　 （概算内訳16,000円＝郵送料160円×100部）
・レンタカー使用料：60,500円
 　（八木研究室移動用ワゴン車W2：1日目19,950円＋2日目14,700円＋3日目14,700円＋免責保険料×    3日分＋燃料費・実費8,000円）・・・・別紙見積り4
・会場費：26,000円（概算）

（11,000円＋15,000円、含む冬季光熱費）



	④ 事業の実施場所及びその権利関係　（改修等工事費を予定している方は、必ず記載すること）
実施予定フィールドについて、自己所有あるいは、借地や賃貸建物・地上権などをできるだけ具体的に記載すること。事業の実施拠点となる施設の修繕については、その必要性、利用計画、施設の権利関係(賃貸、使用契約書)について必ず記載すること。（別様可）

	実施場所は、山形市高瀬地区内で実施する。

【利用計画】
・集会、説明会等は、山形市　高瀬公民館を利用する予定。
　必要に応じて、福祉法人愛泉会向陽園の施設を借用する。
・プログラム実施フィールド（山林）：
　森林管理署管内の国有林　（村山高瀬川の水源地）　・・・・別紙8使用許可書
・プログラム実施フィールド（田畑）：
水源地における資源発掘調査依頼先である前田茂治氏所有の田畑を使用　・・・別紙9使用応諾書

【施設の権利関係】

・山形市　高瀬公民館：山形市




	⑤ 取組の実施体制
事業実施主体の構成員の役割分担、及び地域の協力等外部の人的ネットワークの連携（助言・指導・協力）関係について記載すること。

	ア　事業実施主体の構成員（役割分担）
【役員】　3名
会長：大谷哲範　（リカバリー・カウンセラー、音楽療法家）
副会長：井上博　（福祉法人愛泉会向陽園　施設長）
会計・監事：加藤雅則　（株式会社アクション・デザイン代表、ICF認定プロフェショナル･コーチ）
【構成メンバー】　5名
伊藤友啓　（株式会社たくみ、　総務部長）
高橋定　（歯科医者、山形市山辺地区歯科医師会理事）
志村友理氏（セラピスト、和奏舎主任香術師）
海谷繁治氏　（合の原・平石水自治会長）
滝口孝一氏　（高沢地区自治会長）　


	イ　外部の人的ネットワーク（地元協力者、講師・委員等の学識経験者、連携団体等）　

· 実施協力者・連携団体：　福祉法人愛泉会向陽園

· 地元協力者：　高瀬地区自治会、合の原・平石水自治会
· 地域行政支援：　山形市農林部森林整備課、山形県農林水産部森林課
· 企画監修：　香川大学大学院　地域マネジメント科　八木研究室　（准教授　八木陽一郎氏）

· 実施検討委員（外部）：　三澤清紀氏（郷土史家、文部科学省主催青少年育成プロジェクト講師経験者）
· 実技指導・監修：　村上顕雄氏　（林産業講師、労働安全衛生法関連各種資格取得者）
· 学術的実態調査：　羽陽学園短期大学　専攻科　主任教授　佐々木達雄氏
· 心理カウンセラー　仙田毅氏総合心理教育研究所総括代表、学術研究員、シニア産業カウンセラー、元日本産業カウンセラー協会理事、元心理相談員会理事）
· 心理カウンセラー　内田雅美氏（メンタルヘルス・コンサルティング・ウチダ　主宰、中央労働災害防止協会メンタルヘルス支援専門家）
· 心理カウンセラー　上田純子氏　（産業カウンセラー、心理相談員、日本産業カウンセラー協会実技指導講師経験者、野村総合研究所パーソナル・ディレクター）


	⑥ 事業の活動スケジュール　

　　　事業実施の月別のスケジュールを、該当の事業区分（ア計画、イ試行、ウ評価）別に記載すること

	（ア計画、イ試行、ウ評価）
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	⑦ 事業の数値目標(事業実施による交流人口の増加、売上の増加等)　 

事業実施により、交流人口の増加、定住者の増加、売上げの増加等期待される経済効果等の数値目標を当年度の目標及び次年度以降5年間の目標に分けて記載すること

記入例）△年度の入込み客数△千人達成／□年度に移住者□人を目指す／▽年後に年間売上高▽千万円黒字化を目指す

	ア　平成21年度の目標
本プロジェクト成立の鍵は、地元協力者をどれだけ確保できるかにある。特に家族ぐるみの協力が不可欠であることから、目標は地元の協力家族をベースとして設定する。同時に、将来のプログラムの担い手も養成していく。実技指導・監修者のもとで、地域住民の中から地域インストラクターを養成することも、本プロジェクトの地元に還元できうる成果のひとつと考える。


○地元協力家族：　3世帯
○地元地域インストラクター：2名　（実技指導・監修者1名の下で、地元インストラクター2名を育成する）
○青少年の受け入れ人数：約10名（地元協力家族1世帯あたり3名程度）
○教育プログラム実施計画書、実態調査報告書、活動報告書等をとりまとめ、報告を行う。


	イ　次年度以降５年間の目標
· 平成22年度：地元協力家族5世帯、地元インストラクター5名、青少年受け入れ15名程度

· 平成23年度：7世帯、7名、20名程度

· 平成24年度：10世帯、9名、25名程度

· 平成25年度：15世帯（全世帯の18%）、11名、30名程度
次年度以降、学識経験者の助言を仰ぎながら、プログラムのノウハウ確立に努めたい。
特に、環境-健康-福祉を組み合わせた青少年のメンタルケア・モデルの試案として、対象地域外の有識者とのネットワークも活用しながら、他地域への転用可能な一般化の可能性を模索したい。



３．事業完了予定年月日

	平成22年年3月10日


４．　収支予算

（１）　収入の部
	区　　　　分
	金　額（円）
	備考※2

	国庫補助金(助成金)

（要望額）
　　
	①計画
	1,182,620円
	　　

	
	②試行※１
	917,562円
	

	
	③評価※１
	465,540円
	

	
	計
	2,565,722円
	

	施工主体負担金
	自己資金
	1,183,102円
	役員、構成員による負担

	
	借入金
	0円
	

	
	民間※３
	200,000円
	株式会社アクション･デザイン

	
	地方公共団体※３
	0円
	

	
	　　計
	1,383,102円
	

	合  　計   （ａ）※４
	3,948,824円
	

	


※1） 「②試行、③評価」の国庫補助金は、事業費の１／２以下ですので注意して下さい。

※2） 資金調達の目途が立っている場合には、備考欄に○印を記入すること。

※3）　民間、地方公共団体からの資金調達が有る場合、その予定額を金額欄に、相手方の名称を備考欄に記載すること。
※4） 資金調達の合計（ａ）は、必要経費の合計（ｂ）と一致する。

（２）支出の部
	区　　分
	細　目
	金　額（円）
	積　算　内　訳

	①計画
	技術者給
	
	

	
	賃金
	140,000円
	地　・地域インストラクターとの検討会 20,000円
（　　（地元地域インストラクター2人×日当10,000円）　　・地元説明会アルバイト　20,000円　　　　　　　　　　（10,000円×地元アルバイト2名×1回）　　　　　　・資料整理事務：100,000円                            　10,000円×2人（粕谷氏、佐藤氏）×5日間

	
	謝金
	785,000円
	・資源発掘調査に対する謝礼　120,000円
（村上氏20,000円×3日＋前田氏20,000円×3日）

・参加生徒の実態ヒアリング（上田氏）150,000円
（15,000円×最大10人分）

・山形市における虐待児童及び社会的支援状況の実態調査（羽陽短期大学・依頼中）：150,000円
（25,000円×2人×3日間）

・　・実施検討会外部委員に対する謝礼：120,000円
20,000円×3人（三澤氏、上田氏、村上氏）×2回
・　・支援プログラム開発（心理専門職）225,000円
25,000円×3人（仙田氏、内田氏、上田氏）×
3日
・地域インストラクターとの検討会：20,000円
（村上氏20,000円×1日）

	
	旅費
	43,120円
	・心理カウンセラー（上田氏）43,120円
11,560円×2回（都内自宅-山形、山形新幹線使用）＋10,000円（宿泊費実費、上限）×2泊

	
	需用費　　　　
	80,000円
	・消耗品費70,000円
（図書代20,000円＋事務用品費50,000円）
・印刷コピー代　10,000円
　    （内訳概算1,000枚×資料コピー代金10円）

	
	役務費
	12,000円
	· ・通信運搬費
　郵送料12,000円
　（内訳概算：120円×100部）

	
	使用料及び賃借料
	122,500円
	· ・資源発掘調査のための調査機材使用料
· 　：60,000円
（地元個人からレンタル：上限20,000円/日
· 　×3日）
（内訳：軽トラック6,000円、チェンソー等
· 　機材5,000円×2人分、燃料費実費）
・事務局および心理カウンセラー移動用
レンタカー：41,750円
（19,950円（ミニバンW2クラス1日目）＋14,700円（2日目）＋免責保障料×2日分＋燃料費5,000円）・・・別紙見積り4
・会場費（（２）-①③④、（３）-①）：8,000円

　　（8,000円＝2,000円×4回）　（概算）
· ・会議費：12,750円（概算）

実施検討委員会　150円×5人×2回

地域インストラクターとの検討会　150円×
5人×1回

関係者（地元協力者/参加児童）に対する
説明会　150円×20人×2回

· 　地元説明会　150円×30人×1回

	
	委託料
	
	

	
	小　計　①
	1,182,620円
	

	②試行


	技術者給
	
	

	
	賃金
	580,000円
	・地元地域インストラクターの日当：120,000円
10,000円×2日×2×3回（10月、11月、1月）

/  ・会場アルバイト：60,000円
10,000円×地元アルバイト2人×1日×3回
・賃金：委員会事務局事務員　400,000円
　   （10,000円×2人（粕谷、佐藤）×5日間×4カ月）


	
	謝金
	425,000円
	・実技監修者謝礼（村上氏）：140,000円
20,000円×2日×3回(10月、11月、1月)
＋20,000円×1日×1回（1月）

・地元受け入れ家族への謝礼：100,000円
10,000円×1日×3家族（井上時雄氏、村上氏、
井上清市氏）×3回（10月、11月、1月）＋
10,000円×1家族×1回（1月）

・心理カウンセラーに対する謝礼：75,000円
25,000円×1日×3回
・保存食講座講師謝礼：20,000円
· 10,000円×2日×1人（選定中）

・外部検討委員への謝礼90,000円
· 10,000円×3人（村上氏、上田氏、三澤氏）×
· 実施後振り返り3回

	
	旅費
	99,360円
	/  ・心理カウンセラー（上田純子氏）99,360円
　　　（99,360円＝11,560円（都内自宅-山形、新幹線）×　　6回＋10,000円（宿泊費実費上限）×3泊）


	
	需用費
	211,500円
	･スポーツ団体保険費　17,000円　
（17,000円＝600円×参加青少年10名＋1,100円×  指導者・ボランティア10名）･･･別紙見積り7
・消耗品費：120,000円
御   香講座材料費：30,000円（実費、上限）

保存食講座材料費：20,000円（実費、上限）

図書代20,000円
事   事務用品費50,000円
・ ・コピー代金：40,000円（概算）
　  （40,000円＝1000枚/月×4カ月×10円）
・会議費：4,500円
　 実施検討委員会（150円×10人×3回）
・会場費：30,000円（概算）
（プログラム10月、11月2,000円×2回＋
プログラム1月　15,000円（含む光熱費））
（委員会2,000円×3回）

	
	役務費
	38,400円
	・通信運搬費
　   （38,400円＝120円×80部/月×4カ月）


	
	使用料及び賃借料
	308,500円
	・参加者用機材レンタル①：上限40,000円
上限20,000円×2回
（内訳：チェンソー2,000円×5人分＋草刈機2,000円    ×5人分）＊地元個人からのレンタル

・参加者用機材レンタル②：上限10,000円
（内訳：スコップ700円×10人分＋除雪機3,000円）
＊地元個人からのレンタル

・レンタカー使用料：258,500円
1回80,250円×3回（10月、11月、1月、各2日間）＋17,750円（1月オプショナル、1日）
【内訳】レンタカー使用料：80,250円/1回
　（機材・資材運搬用軽トラック：1日目8,400円＋2　日目5,250円＋免責保障料1,050円×2日分＋　　燃料費実　費5,000円　・・・別紙見積り5
　（講師移動用ワゴン車：1日目19,950円＋2日目　14,700円＋免責保障料1,050円×2日分燃料費　5,000円　・・・別紙見積り4
　（児童･生徒移動用ワゴン車：12時間14,700円　　＋免責保障料1,050円×1日分＋燃料費2,000　　円　・・別紙見積り4


	
	委託料
	
	

	
	備品・資材機材購入費
	172,364円
	・水場整備・清掃用資材費：69,194円　
････別紙6備品・資材機材購入見積り

・備品資材購入費103,170円・・・別紙6見積り
　(参加児童・生徒用の下刈鎌、手鋸、鉈、
ヘルメット、小型チェンソー、草刈機)

	
	改修等工事費
	
	

	
	小　計　②
	1,835,124円
	

	③評価
	技術者給
	
	

	
	賃金
	120,000円
	・地元報告会会場アルバイト：20,000円
（地元アルバイト10,000円×2人）
・賃金：事務局事務員１00,000円
10,000円×2人（粕谷、佐藤）×5日間×1カ月

	
	謝金
	315,000円
	・香川大学大学院八木研究室に対する謝礼
：120,000円

25,000円（八木准教授）×3日間＋助手（依頼中）
＋15,000円×3日間
・実施検討委員会（レビュー）への参加：40,000円
　25,000円（八木准教授）＋助手（依頼中）15,000円
・レビュー結果のドキュメント化：80,000円
　50,000円（八木准教授）＋30,000円（助手）

・実施検討委員会（レビュー）への参加：65,000円
心理カウンセラー（上田氏）:25,000円

外部委員（三澤氏）20,000円

実技指導者（村上氏）20,000円

・地元報告会への参加
実技指導者（村上氏）10,000円



	
	旅費
	257,280円
	・・心理カウンセラー上田氏：33,120円
　（33,120円＝11,560円（都内自宅-山形、新幹線）　　×2回＋10,000円（宿泊費実費上限）×1泊）

・八木研究室（八木准教授、大学院生）：224,160円
　交通費164,160円＝41,040円（高松駅-高松空港-　羽田空港―山形空港-山形駅）×2人×2回
　宿泊費60,000円＝10,000円（宿泊費実費上限）×　3泊×2人）



	
	需用費
	136,300円
	・会議費：6,300円（概算）
　（レビュー：1,800円＝150円×12人）
　（報告会：4,500円＝150円×30人）
・消耗品費：60,000円
　（図書代10,000円＋事務用品費50,000円）
・印刷コピー代　70,000円
　（70,000円＝アンケート1,000枚×＠10円＋資料
1,000枚×＠10円＋報告書2,500枚×＠20円）



	
	役務費
	16,000円
	・・郵送料：16,000円
　（概算内訳16,000円＝郵送料160円×100部）

	
	使用料及び賃借料
	86,500円
	・・レンタカー使用料：60,500円
　（八木研究室移動用ワゴン車：1日目19,950円＋   2日目14,700円＋3日目14,700円＋免責保障料

1,050円×3日分＋燃料費8,000円）・・・別紙見積4
・会場費：26,000円（概算）

（11,000円＋15,000円、含む冬季光熱費）

	
	委託料
	
	

	
	小　計　③
	931,080円
	

	合　計（ｂ） ＝　①＋②＋③
	3,948,824円
	


注1)「技術者給」及び「賃金」の内訳（単価×人工数）を積算内訳欄に記載する。
また、積算の根拠が分かるよう任意の様式により積算の根拠(積み上げ数値の明細)を添付して下さい。
注2）「謝金」は、原則として25,000円/日を上限とする。
また、積算の根拠が分かるよう任意の様式により積算の根拠(積み上げ数値の明細)を添付して下さい。
注3）「需用費」、「役務費」、「使用料及び賃借料」の内訳を積算内訳欄に記載する。
また、積算の根拠が分かるよう任意の様式により積算の根拠(積み上げ数値の明細)を添付して下さい。
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「需用費」：印刷製本費、消耗品費等
「役務費」：通信運搬費等
「使用料及び賃借料」：会場借料、車両借料等
注4）「委託料」、「備品・資材機材購入費」、「改修等工事費」は積算内訳書や見積書を添付すること。
（３）助成金の振込先

	民

間

金

融

機

関
	民 間 金 融 機 関 の 名 称
	本店・支店の名称
	種 別

	
	山形
	銀行

	東青田
	□ 本 店

■ 支 店
	■ 普 通

□ 当 座

	
	口 座 番 号
	口

座

名

義
	フリガナ）ﾘｮｸｽｲﾉﾓﾘｻｲｾｲｲｲﾝｶｲ ｶｲﾁｮｳ ｵｵﾀﾆﾃﾂﾉﾘ

	
	
	２
	１
	２
	３
	９
	３
	
	緑水の森再生委員会　会長　大谷哲範

	※ フリガナは必ず記入してください


〈別紙２〉地方公共団体からの事業実施に対する同意を証明する書類

　　同意取得済み（別途、郵送もしくはＦＡＸにて送信します）
〈別紙３〉地元との協力体制構築状況について（交付条件の充足状況）
平成21年8月28日

緑水の森　再生委員会

地元との協力体制の構築状況について
（交付条件の充足状況の確認）
1． 地元地域における協力体制

（1） 地域の受け入れ世帯の確保状況
現時点で、下記の3世帯が、対象児童・生徒の受け入れに、快諾いただいている。
　　　・井上時雄　氏　（山形市上東山1137－5）
　　　・村上栄一　氏　（山形市上東山1193）
　　　・井上清市　氏　（山形市上東山1000-1）


（2） 地元自治会への説明状況
地元自治会長に対し、下記日程にて、趣旨説明を実施。本プロジェクトへの協力に対し、いずれも快諾をいただいている。
　　　・8月19日：　合の原・平石水自治会長　海谷繁治氏　（山形市上東山978）
　　　・8月21日：　高沢地区自治会長　滝口孝一氏　（山形市高沢579）

２．地方自治体との合意形成
（１）　　　山形市農林課
　　　　　別紙２のとおり。

（２）    山形県
8月20日、村山総合支庁を訪問、下記の担当者と面談し、趣旨説明を行った。担当者からはプロジェクト実施への同意をいただいた。また、地元関係先との調整、関係ネットワークの紹介の申し出をいただいている。
　　　　　　　・山形県農林水産部　森林課　課長補佐　堀米　英明　氏
　　　　　　　・村山総合支庁　森林整備課　林成主査　横倉　肇　氏
　　　　　　　・村山総合支庁　森林整備課　主査　石川貴則　氏
　　（３）     その他
8月26日　東北森林管理局　山形森林管理署　流域管理調整官　遠間 正孝氏に面談。
「入山許可書」発行について、了解をいただく。

以上
〈別紙４〉【見積書】
・計画時　レンタカー使用料（事務局・カウンセラー移動用ミニバン）
  ・10・11・1月プログラム　レンタカー使用料（講師移動用ワゴン車）

　・除雪手伝い　レンタカー使用料（児童・生徒移動用ワゴン車）

[image: image2]
〈別紙５〉【見積書】
・10・11・1月プログラム　レンタカー使用料（機材・資材運搬用軽トラック）

[image: image3]
〈別紙６〉【見積書】
· 水場清掃・整備用資材費
· 備品費（参加児童・生徒用の下刈鎌等）

取得済み（別途、郵送もしくはＦＡＸにて送信します）

〈別紙７〉【見積書】　スポーツ団体保険

[image: image4]
〈別紙８〉【使用許可書】　プログラム実施フィールド（山林）　（森林管理署管轄内）

プログラム実施時の入山許可証発行を確認済み。
（8月26日、東北森林管理局山形森林管理署　流域管理調整官　遠間 正孝氏　了解済み）
〈別紙９〉【使用応諾書】　プログラム実施フィールド（田畑）　　（前田茂治氏）
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